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写真上：JAなすの　秋本農園　秋本則夫さん・康裕さん  
写真下：JAなす南　磯野淳子さん
写真上：JAなすの　秋本農園　秋本則夫さん・康裕さん  
写真下：JAなす南　磯野淳子さん
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サポートセンター情報

▶会社を設立した経緯を教えてください。
（則夫さん）　青色申告簿記指導員として活動する中で、自身の経営の中身・目指すべきところが
明確になりました。大田原市の田を守ると同時に自身の経営で伸ばせるところを伸ばし、地域で
生き残りたいと10年前会社を立ち上げました。
　ひとつのものにこだわらず世の中の流れに合わせていくことも大切です。私たちが生きていく
ためには主食用の作物だけでなく牛や豚が食べる作物も作っていくことが末端の役割であり、そ
れが私たちの食べるものに返ってくると思っています。私もその役割を次世代に繋いでいきたい
ですね。
　JAグループとの取り組みで自分がやってきた経営を分析、数値化してもらうことで次の目指
すところが明確になりました。次の光が見えたというところです。二年後には経営を息子に任せ
るつもりなのでその第一歩になりました。若い世代に繋ぎ、地域を盛り上げてもらいたいですね。

▶就農を決めたタイミングを教えてください。
（康裕さん）　元々農業に携わっていましたが、子供
が生まれて家族との時間を大切にしたいと思うよう
になりました。一年間を通し、稲刈りが終わったと
きに達成感がありますね。

▶今後の目標を教えてください。
（則夫さん）　10年以上一緒に仕事をしている従業
員がいます。数年後には息子に経営を任せるため自
分たちの目指す農業をしてもらいたいです。自ら経営に入り、一年の流れ・喜びや達成感を味わっ
てもらいたいです。会社はもちろん、働きやすい環境を大事にしてもらいたいです。

（康裕さん）　今後耕作面積も増え、従業員も増やしていく予定です。その人たちの生活を守ると
同時に雇用体系・財務状況・経営安定化様々なことに気を配り会社経営を行っていきたいです。

　今後の目標で「一緒に働いている仲間を大切にしていきたい」という思いがお二人
の中で一致していたことが印象的でした。則夫様の思いがしっかりと引き継がれてい
るということだと感じました。本日はお忙しい中、ありがとうございました。

▶JAなすの　大田原市
　株式会社 秋本農園
　　秋本 則夫 さん (63)・康裕 さん (36)
　作物：主食用米、ビール麦 
　　　　稲藁・育苗販売
　　　　農作業受託

頑張る担い手インタビュー !!頑張る担い手インタビュー !!頑張る担い手インタビュー !!



−3−

サポートセンター情報

▶就農までの経緯を教えてください。
　就農前はパート勤務をしていました。卸の仕事をしている知り合いに誘われ、ねぎの栽培を始
めました。栽培についてはねぎ農家に教えてもらい、ネットやYoutubeでも調べて勉強をしま
した。元々身体を動かすことが好きでしたし、子供が3人いるので時間の融通がきくところがい
いところだと思います。

▶実際に就農されてどうでしたか。
　１年目で大変だったことは機械が揃っておらず、ほとんどの作業を手作
業で行ったことでした。慣れてくると、次は病気等に悩まされましたね。
品質のいいものを作るために苗を育てるときの温度管理や水やりにはとて
も気を使っています。有機肥料を施用し、食味優先で栽培しています。ね
ぎの後作にはカリフローレ、ブロフローレ、ロマネスコ、アレッタ等のイ
タリア野菜を栽培しています。手をかけた分きれいになるので見た目にも
こだわりながら作っています。自分で食べておいしいと思ったもの、栄養
価が高いものを選定しています。（右写真　サラダかぶ「もものすけ」）。

▶今後の目標を教えてください。
　現在は畑を回しながら使っているため畑を増や
し、機械投資もしていきたいです。これから取り組
んでいきたい作物もあるので産地に出向き情報収集
を行っています。

　磯野さんが作られたもものすけという名前のサラダかぶはみずみずしく、甘さがあ
りとても美味しかったです。その他にも紫のカリフラワーやロマネスコを見せていた
だきました。品質のいいものを作るため失敗に負けず、挑戦を続ける姿がとてもかっ
こよかったです。本日はお忙しい中、ありがとうございました。

▶JAなす南　那珂川町
　　磯野 淳子 さん（46）
　作物：ネギ  1.5ha　
　就農年数：4年目

頑張る担い手インタビュー !!頑張る担い手インタビュー !!頑張る担い手インタビュー !!
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共 済 情 報
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中央会情報

◆近年、国産大豆への
ニーズは高まってい
ます。

◆国産大豆の入札取引
価格は近年上昇傾向で
推移しています。

生産者の皆様へ

需給バランスの改善のため需要
のある作物に作付転換しましょう！

米をめぐる状況
栃木県産米の民間在庫量は、高い水準

にあった昨年同月より更に増加し、相

対取引価格も下がっています。

在庫が更に積み上がると、これまで以上に需給バランスが崩れ、
米価下落が懸念されます。
令和５年産の米の作付にあたっては、需要に応じた主食用米の

生産が行われるよう、露地野菜や麦・大豆などの作物への作付転
換に取り組みましょう。

主食用米の需要量は、全国で毎

年約 万トン減少しています。
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中央会情報
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米 麦 情 報

麦類の生育と麦踏みの効果
ＪＡ全農とちぎ　米麦部

このくらいまで、踏めます！ 

● 令和５年産麦の生育は？
　　11月上中旬の天気は、気温は平年並み〜

やや高く、日照時間はやや多く、降水量は
少ない〜平年並みに経過しています。

　　麦踏みは、麦の生育を調整する技術です。
今年の麦は生育順調ですので、年内に１〜
２回必ず実施するようにしましょう。

● 麦踏みの効果
　　土壌を鎮圧して、土の乾燥や、根の浮き上がり(凍上害)を防ぎます。

① 踏むことで茎葉が硬くなり、根
が良く伸びて寒さに強くなりま
す。

② 幼穂分化を遅らせ、生育を揃え、
分げつを増やし収量を増やしま
す。

③ 過剰な茎葉の生長を抑制し、倒
伏に強くなります。

● 麦踏みはいつまでできますか？
　　麦踏みは年内に、２．５葉をすぎたら始めます。ほ場が乾いたら実施しましょう。また、

年明けてからは、凍結層がなくなってから(県中北部)、茎立ち期直前(幼稈長２cm)まで行な
えます。茎立ち期は平年で３月中下旬です。茎立ち期までに２〜３週間間隔で２回程度行
ないましょう。

2.5葉の生育 

凍上害 
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米 麦 情 報

©栃木県 とちまるくん
新米を使ったコラボ商品の販売や 月に行った消費宣伝活動などをご報告します！

全農とちぎ 米穀課からのお知らせ

昨年大好評の「 」×「とちぎの星」コラボおにぎり販売！

県内の子どもたちにとちぎのお米を贈呈！

もぐもぐごはん部 絶賛活動中！

今後もとちぎ米の販売促進に向けた活動に積極的に取り組んでまいります！

もぐもぐごはん部では、部員のみなさまと楽しく学べるオンラインイベ
ントや、お得なキャンペーンなどを随時実施しております！

公式 はこちらから！☞

月のイベントでは【一皿で大満足！
新米に合う「おかずスープ」を作ろう！】と
いうテーマで、栄養満点のスープとともに、
おいしい栃木の新米を味わいました。活
動の様子は、もぐもぐごはん部の公式イン
スタグラムにて公開中！ぜひチェックしてみ
てください♪新規部員も大募集中です★

月 日～ 月 日に首都圏・静岡・長野・宮城・福島・山形・岩手県内及び新潟駅の ・
（※一部店舗除く）において、昨年も発売し大好評であった、栃木県のオリジナル品種

米「とちぎの星」を使用したおにぎりが販売開始となりました。今回も 種類の具材のうちひとつは「とちぎ和牛」
を使用しております。とちぎの星は冷めても美味しく、おにぎりに最適です！販売期間は残りわずかですが、

をご利用の際はぜひお賞味ください。

栃木県幼稚園連合会に向けて県産米の贈呈式を行いました。
県内 園、およそ 万人の園児に向けて、令和 年産の新米
「栃木県産コシヒカリとちほのか」「とちぎの星」「なすひかり」の 品
種それぞれ キロずつ贈呈しました。今後も子供たちや保護者に
向けても栃木のお米の を行っていきます。
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生産振興情報

◆面積契約で全量出荷できます（出荷規格適合品）
◆価格は事前に決定（令和５年産販売単価：49円/kg）
◆出荷経費（運賃、コンテナ代等）はかかりません
◆定植機・収穫機は無償貸与です
◆短期間で収穫可能です（20ａ/日の収穫能力）
◆定期的に技術指導を実施しています

販売額：  245,000円（目標単収：5t/10a）

　＋新規者助成 実質47,000円相当  (内訳：10a助成・プラグ苗代の全額助成・農薬支給)
※ 令和4年産助成内容のため変更となる場合があります　※ 助成金の支払い時期は11月末頃の見込みとなります

費用： 100,000円（主な経費：苗・肥料農薬・資材代等）

※固定費・人件費を除く

令和５年産より販売単価が上がります！
(Ｒ4：￥47/㎏　　Ｒ5：￥49/㎏)

経営収支（10ａあたり）※参考

こんな方にオススメです！

◆機械収穫栽培や新規生産者にむけた各種助成あり

①水田転作の作物として、大規模に作付けする品目を探している方
②法人・集落営農で、夏季の労働力を有効に活用して収益拡大を狙う方
③投資や単価変動リスクをさけて無理なく安定的に所得を確保したい方

加工トマト機械栽培の特徴について

©栃木県 とちまるくん

上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下

作型
育
苗 圃場準備

定
植

収
穫

７月 ８月

肥培管理・防除

時期
３月 ４月 ５月 ６月
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園 芸 情 報
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肥 料 情 報

 

ステップ１．「土壌診断」を行い、施肥量を決定する 

土づくりをする上で、土壌状態を知ることは非常に大切です。 

土づくりに欠かせない土壌診断には、以下のメリットがあります。 

〇土壌養分の過不足がわかり、作物の収量・品質が安定・向上します！ 

〇土づくり資材等の適切な投入量がわかり、施肥コストを減らせます！ 

 

 

ステップ２．各種土づくり肥料を施用する 

① けい酸 ・・・ 水稲ではけい酸の収奪量が多く、100～150 kg/10aに達します。

灌漑水からも供給されますが、近年ではＷＣＳとして稲わらが持ち出される場合もあり、

不足しがちです。けい酸が稲に吸収されることにより、稲の倒伏が軽減されるとともに、

受光体勢を改善し、窒素の利用効率も高め、食味を向上させる効果も期待できます。施肥

量の目安はケイカルでは 100～150 kg/10a、けい酸加里では 40～60 kg/10a です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

② ＢＢ土づくり肥料 ・・・ 複数の土づくり肥料を混合した銘柄がおすすめ 

です。水稲に必要な土づくりの成分が１銘柄で補給できるため、土づくり肥料 

の散布が一度で済みます。春耕起時の３～４月に地力アップは 40～80kg/10a、 

健康大地では 60～120kg/10aの散布がおすすめです。 

 

 

水稲栽培にむけて をしましょう

 ケイカル       

主成分はけい酸石灰でけい酸

のほかに約 40％の石灰を含む

ので土壌の酸性改良と石灰分

の補給資材として利用される。 

けい酸加里      

く溶性で肥効は緩効性であり、濃

度障害も少ない。可溶性のけい

酸は溶けやすく水稲によく吸収さ

れる。く溶性の苦土、く溶性のほ

う素も含む。 

 地力アップＰＳＫ    

栃木米の食味向上のための

土づくり総合肥料で、一回の

施肥でりん酸・加里・けい酸・

苦土が補給できる。 

健康大地      

りん酸が不足しやすい黒ﾎﾞｸ土

に栽培するあらゆる作物に役

立つ土づくり総合肥料で、一回

の施肥でりん酸・けい酸・苦土・

石灰が補給できる。 
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農 薬 情 報

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

 
 

 
 

ら く り ゅ う 

ら く り ゅ う 

新しい拡散型製剤。独自処方の界面活性剤配合により水面を鏡のように整

え、水流、対流、自然の風等を利用し水田の隅々まで薬剤を拡散させます。 

楽粒 

とは 

散布 

方法 

通常の湛水散布、湛水周縁散布の他、水田の畦畔一辺からの散布も可能です！！（風上側から散布） 

その他、『水口施用』『無人航空機による散布』『ラジコンボート（粒剤散布装置）』にも対応！！ 

検索 

 

北興 楽粒 

の製品第一弾、『水稲用除草剤』として登場！ 

農林水産省登録 第 24559 号 
水稲用一発処理除草剤 

250g 2.5kg 
(10a) (1ha) 

【有効成分】 

・イプフェンカルバゾン…10.0% 

・テフリルトリオン…12.0% 

・フロルピラウキシフェンベンジル 

（通称：リンズコア）…2.0% 

特長ある３成分で雑草を総合的に防除 

●イプフェンカルバゾン：ノビエに長期残効を示します 

●テフリルトリオン：ホタルイ、アゼナ等の広葉雑草に対して定評のある白化成分 

●リンズコア：難防除雑草のコナギ、オモダカ、イボクサ、クサネムに高い効果を発揮 

やっかいなノビエ、 

難防除雑草にも 

高い効果！！ 

ノビエ ホタルイ コナギ オモダカ イボクサ アゼナ 

効果の 

高い 

雑草 

適用 

雑草と 

使用 

方法 

楽粒の形状 

2022年10月末現在の登録内容

作物名 適用雑草名 使用時期 使用量
総使用
回数

使用方法

直播水稲

一年生雑草及び
マツバイ、ホタルイ、
ウリカワ、ミズガヤツリ、
ヒルムシロ、セリ

稲１葉期～
ノビエ２．５葉期

但し
収穫９０日前まで

湛水散布
又は

無人航空機による
散布

湛水散布、
湛水周縁散布、

水口施用
又は

無人航空機による
散布

※各成分を含む農薬の総使用回数：ｲﾌﾟﾌｪﾝｶﾙﾊﾞｿﾞﾝ…2回以内、ﾃﾌﾘﾙﾄﾘｵﾝ…2回以内、ﾌﾛﾙﾋﾟﾗｳｷｼﾌｪﾝﾍﾞﾝｼﾞﾙ…3回以内

移植直後～
ノビエ３葉期

但し
移植後３０日まで

移植水稲

一年生雑草及び
マツバイ、ホタルイ、
ウリカワ、ミズガヤツリ、
ヒルムシロ、ヘラオモダカ、
セリ、オモダカ、クログワイ
シズイ、エゾノサヤヌカグサ

250g
／10a

本剤
１回
※

®は北興化学工業㈱の登録商標 
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編集後記

野 生 を 食 べ る モウソウチク153野 生 を 食 べ る

　今年も残すところ一か月と
なりました。JA全農とちぎで

は栃木県産の旬な農畜産物を取り扱う「JA タウン 
とちぎ新鮮倉庫」という通販サイトを運営しており
ます。個人でのお買い物はもちろん贈り物にも最適
です！私も一年の感謝の気持ちを込めて家族に贈り
物をしようと思います。　　　　　　　　　(金田 )

　中国の江南地方が原産地とされ、日本には江戸時代の中期に伝来した。国産タケ類で
は最も大きく育ち、20ｍに達するものもある。竹材の利用と美味しいタケノコが採れる
ので各地に広まったが、現在ではマダケ同様放任された竹林が多く、杉林など他植生へ
の侵入が問題視されている。名前の由来は母のために寒中筍を掘り採った三国時代の呉
の人物、孟宗にちなむという。

　写真１は私の参加する山の管理グループが地主さんからいただいた大量のタケノコを
焚火の中に投入して「焼き筍」にしたもの。中身を取り出すとアツアツ、ホクホクで香
りも高く、用意しておいた山椒味噌と合わせれば至福の味であった。一般的には米ぬか
を投入した湯でゆがき、アクを除去してから各種の料理に使う。ポピュラーな食材なの
で料理法など言う必要もないが、強めのカツオダシで「煮含め」たもの（写真２）やワ
カメとの「炊き合わせ」（写真３）などが我が家の定番だ。茹でるときに筍の先端部分
に残しておいた姫皮で作る「吸い物」も私の好物。

（aida）

料理メモ

写真１ 写真２ 写真３


